
 

 

 

 

～２学期
が っ き

が始まりました～ 

 とっても長
なが

い夏休
なつやす

みが終
お

わりました。みなさん体調
たいちょう

をくずす

ことなく元気
げ ん き

に過
す

ごせましたか？ 

 いよいよ２学期
が っ き

がスタートしました。夏休
なつやす

みから学校
がっこう

モード

への切
き

りかえが必要
ひつよう

です。まずは、「早寝
は や ね

・早
はや

起
お

き・朝
あさ

ごは

ん」から始
はじ

めましょう！ 

 

 

９月
がつ

に入り、朝
あさ

や夕方
ゆうがた

は少
すこ

しずつ涼
すず

しくなって

きましたが、日中
にっちゅう

はまだまだ暑
あつ

い日
ひ

が続
つづ

きます。

２学期
が っ き

も熱中症
ねっちゅうしょう

に気をつけましょう。 

 特
と く

に、夏休
なつやす

みに外
そと

は暑
あつ

いからとずっと涼
すず

しい

部屋
へ や

にいた人
ひと

は注意
ちゅうい

です！みなさんの体
からだ

は暑
あつ

さや運動
うんどう

に慣
な

れていないため、疲
つか

れやすくなって

います。毎日
まいにち

十分
じゅうぶん

な睡眠
すいみん

をとって、朝
あさ

ごはんを食
た

べて、学校
がっこう

へはお茶
ちゃ

をたっぷり持
も

ってきましょう。 

いつも備
そな

えを～防災
ぼうさい

の日
ひ

～ 

 今日
き ょ う

、９月
がつ

１日
ついたち

は防災
ぼうさい

の日
ひ

です。今日
き ょ う

からちょうど１００年
ねん

前
まえ

の１９２３年
ねん

９月
がつ

１日
ついたち

に関
かん

東
と う

大震災
だいしんさい

が起
お

きたことに由来
ゆ ら い

しています。夏休
なつやす

みも台風
たいふう

がきたように、いつ台風
たいふう

や地震
じ し ん

が来
く

るかわかりま

せん。もしもに備
そな

えておきましょう。 

 

 

 

 

９月
がつ

９日
ここのか

は救急
きゅうきゅう

の日
ひ

 

 ９月
がつ

９日
ここのか

は救急
きゅうきゅう

の日
ひ

です。救急
きゅうきゅう

とは、ケガをした人
ひと

や病気
びょうき

になった人
ひと

にその場
ば

でできる手当
て あ て

を

行
おこな

うことです。ケガの正
ただ

しい手当
て あ て

を覚
おぼ

えておきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

おうちの方
かた

と防災
ぼうさい

グッズを用意
よ う い

しよう 

令和５年９月１日 

高向小 ほけんしつ 

おうちの方と読もう 

～２計測
けいそく

を行
おこな

います～ 

７
なの

日
か

（木
も く

）  １時間目
じ か ん め

：４年生
ねんせい

  ３時間目
じ か ん め

：３年生
ねんせい

  ４時間目
じ か ん め

：５年生
ねんせい

 

８
よう

日
か

（金
きん

）  １時間目
じ か ん め

：１年生
ねんせい

  ２時間目
じ か ん め

：２年生
ねんせい

  ３時間目
じ か ん め

：６年生
ねんせい

 

★２計測
けいそく

は体操服
たいそうふく

で行
おこな

います。 

★髪
かみ

を結
むす

ぶ人
ひと

は、耳
みみ

より下
した

の位置
い ち

で結
むす

んでください。 

名札
な ふ だ

に「緊急
きんきゅう

時
じ

下校
げ こ う

先
さき

カード」入
はい

っていますか？ 

 

 
名札
な ふ だ

は必
かなら

ず 

つけましょう 

 



学校保健委員会の報告 
 

７月２１日に学校保健委員会を開催しました。学校保健委員会では、学校３師の先生方にご指導いた

だきながら、学校と保護者のみなさまで子どもたちの健康づくりを進めるために研究協議しております。

今年度の学校保健委員会の内容を一部ご紹介いたします。 

 

【学校からの報告】 

（１）令和５年度 学校保健・体力向上・性教育実施計画 

（２）令和４年度 学校保健に関する取り組み 

（３）令和４年度 各指導に関する報告 

（４）令和４年度 保健室利用状況 

（５）令和５年度 定期健康診断の結果 

（６）令和４年度 全国体力・運動能力、運動習慣等調査結果 

（７）令和５年度 体力向上実施計画書 

（８）令和４年度 健康アンケート・Good入眠 ingの結果  

 

【学校３師の先生方からのご指導】 これからの感染症対策について 

今年度は、学校３師の先生方から「これからの感染症対策について」というテーマで、それぞれの専門

性からご指導いただきました。令和５年４月より、学校でのマスク着用が原則不要となり、熱中症対策や

表情が見えやすいという点から、１学期は「脱マスク」を進めてまいりました。しかしながら、新型コロナウ

イルスの感染状況等を見ていると、感染症対策の必要性も感じております。保護者のみなさまにとっても

心配されることだと思いますので、ぜひご参考にしてください。 
 

学校医 追矢先生 「これからの季節に気をつけるべき感染症とその対策」 

① 気をつけるべき感染症 

・ヘルパンギーナ…夏期に乳幼児を中心に流行するウイルス性の咽頭炎。発熱・喉の痛みに加え、口の

中の粘膜に白い発疹が現れるのが特徴。 

・カンピロバクター感染症…生あるいは加熱不十分な肉（主に鶏肉）等を食べることによって起こる食中

毒。下痢、腹痛、発熱等がみられる。まれに、感染から 2～3週間後に、手足に脱力・しびれ・痛み等の症

状が引き起こされる「ギラン・バレー症候群」を発症する。 

・ロタウイルス・ノロウイルス…冬期に流行する感染性胃腸炎。嘔吐、下痢、発熱等がみられる。 

② 対策 

 場所や状況によってマスク着脱の判断をすることが大切です。ある感染症に対して、社会の一定以上

の人が免疫を持つと、感染者が出ても他の人に感染しにくくなり、感染症が流行しなくなる状態のことを

「集団免疫」と言いますが、海外に比べ、日本は新型コロナウイルスに対しての集団免疫が低いそうで

す。そのため、人が多くいる場所や感染が拡大している状況ではマスクの着用がすすめられます。その他

にも、手洗いやアルコール消毒、カンピロバクターにおいては食肉の十分な加熱（赤みが残らないように

加熱すること）によって防ぐことができます。 
 

学校歯科医 中田先生 「年に 2回以上歯医者さんで口腔ケアを受けましょう」 

 唾液には IgA という抗体が含まれていて、体に有害な菌やウイルスを排除してくれています。しかし、歯

垢や歯石が多いと IgAがうまく働けません。 

 実際に、プロの口腔ケアを受けることで、季節性インフルエンザの発症率が約 90％減少したという、

日本歯科医学会からの報告があります。口腔ケアは、むし歯や歯周病の予防だけでなく、感染症対策に

もなるということです。毎日のはみがきだけでは取り除けない汚れがあります。半年に１回は歯医者さん

で口腔ケアを受けましょう。 
 

学校薬剤師 近藤先生 「感染症対策 公衆衛生の観点から」 

 ・手洗い…食事の前後、歯みがきの前後など、前後の手洗いを意識しましょう。丁寧な手洗い（石けん

で１０秒もみ洗い後流水で１５秒すすぐ）を行うことで、十分にウイルスを除去できます。 

・消毒…テーブルやドアノブなどの物の消毒は、次亜塩素酸ナトリウム液が有効です。（材質によっては

腐食のおそれがあります。）薬局等で販売されている、次亜塩素酸ナトリウムを主成分とする製品を薄め

てご利用ください。 

・マスク…スイスで行われた研究で、多くの人がいる場所で全員マスクを着用することによって、新型コロ

ナウイルス感染リスクを大幅に下がったことが報告されたそうです。人が多くいる場所ではマスクを着用

する等、マスク着脱の判断が重要です。 

 

【質疑応答・意見交流】 

Q.コロナにかかったほうが、抗体が獲得されるので良いのでは？と思うことがありますが、実際どうな

のでしょうか。 

→新型コロナウイルス感染症には、重症化や後遺症のリスクがあります。また、ウイルスは変異していくた

め、獲得された抗体ですべての変異株の感染は予防できない可能性があります。感染予防すべきと思わ

れます。 

Q.市販の抗原キットの正確さについて教えてください。 

→発症直後に使用するのではなく、約１２時間後以降に使用すると正確な結果が出やすいです。 


